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論　　文　　の　　要　　旨

　三宅島産灰長石自形巨晶はラその化学組成が斜長石の端成分に近くラ均一な結晶として世界的に

知られ官結晶形態や結晶構造解析の標準試料にもなっていた。今回ヲ高分解能偏光顕微鏡ラEPMAラ

X線回折装置、固体重量分析装置を用いて詳細に検討したところ、鉱物化学的異常が発見されヨ灰

長石の生成機構とその包有物の共生（paragenesiS）関係に発展性のある新知見が得られた。

　三宅島産灰長石巨晶は雪偏光顕微鏡下では融食形をしたカンラン石を多数包有しておりラ透明結

晶と赤色閃光を放つ結晶の2種類が認められる。灰長石巨晶の赤色部はラ直線状に分布するMg，Cu，

C1に富む同定不可能な微小鉱物と点在する大きな数十μmの薄板状暗褐色鉱物を包有している。こ

の暗褐色鉱物はX線回折法で灰長石の特定結晶面に平行配列しヨEPMAによる定性分析ではCuのみ

が検出されヨそのLα線の化学シフトから金属銅と一致した。またラその薄片試料から約40μ㎜の目

的結晶を剥離しヨ新しく開発された微小部強カX線回折装置により測定した結果ラ灰長石以外の回

折線はJCPDSファイルの金属銅と同定された。この灰長石中の自然銅はヨ結晶化学的データに基づ

いて事

　　　　　4H3Cu＋Si308→4Cu＋3〔Si408〕十6H20＋02

の反応に従ってラ離溶現象により生成されたと考えられる。

　さらにこの赤色巨晶はラ少量のMgOと過剰のSi○。成分を含んでいることが確認されたので，純粋

な灰長石事それぞれMgOとSiO、を固溶した灰長石を合成し雪EPMAと四軸自動X線回折装置を用い

て、CaMgSi、○、と口Si，O。の両端成分の灰長石に苅する固溶限界を決定した。このMgを含む端成分

の存在は害EPMAを利用したMgの化学シフト法により、Mgが四配位席を占めることでヨ実証され
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た。

　この包有された自然銅の起源と灰長石巨晶の生成機構を解明するためにラ鉱物次元でのSr同位

体比分析を行なった。その結果ヨ灰長石巨晶はゼノクリスト（捕獲結晶）でヨ巨晶とそれに包有さ

れたカンラン石の各Sr同位体比の不一致は，これらの結晶が起源の異なった二つのタイプの玄武岩

質マグマの混合作用によって形成されたことを示唆している。

　以上を総括すると官三宅島は太平洋プレートとフィリピン海プレートの境界の後者上に位置する

という地質学的特異性からラ三宅島の地下浅所で雪火山前線下部の“沈み込み帯”上部に1400℃以

上の高温領域が存在し。沈み込み帯から供与されたCnを含む堆積物がヨS1○。成分に飽和し菅Mg成分

に富んだマグマと混合したことを示唆するマグマティズムが想起される。その結果言すでに存在し

ていた融食形のカンラン石を包有しながらラ灰長石自形巨晶が晶出しヲ成長し雪その後自然銅が灰

長石中に離溶されラ急冷されたものと考えられる。

審　　査　　の　　要　　旨

　長石中での遷移金属の挙動はラその固溶量が微量であり里その包有物もミクロン次元であるため

にラ解決困難な問題として残されていた。今回、自然銅を包有する灰長石の発見に伴い雪微小部強

力X線回折装置の新開発による鉱物の固定雪EPMAの化学シフトによる状態分析を応用して曾微小

包有物や微量固溶元素の精確な固定と定量に成功した。

　本研究は、長石の変種である赤色灰長石巨晶が雪単なる宝石学の対象ばかりでなく事その赤色の

原因を解明したことにより事遷移金属元素が金属として珪酸塩鉱物申に存在できるという新発見が争

珪酸塩の基本概念を覆す結果となった。しかもその金属の起源と灰長石巨晶の持つ化学組成的異常

性がヨ島弧マグマの成因とプレート1テクトニクスによる“沈み込み帯”の直接的な関与を示す証

拠として初めて提示された。本研究の解析段階で展開された微小部強カX線回折装置の高逸化と

EPMAの化学シフト法による微小鉱物の同実は、鉱物学争結晶学ヨ岩石学事地質学雪地球化学の発

展に寄与し害分析化学にも新境地を開拓したことを示すものでヨ単なる一鉱物の地道な分析研究が里

鉱物学ばかりでなく周辺の学問分野にまで寄与したことは争特記されるべきことである。以上の事

実より氏の論文はラ博士論文の資格を十分に有する画期的な研究といえる。

　よって吾著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。

一428一


